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はじめに

2019年 12月，中国湖北省武漢市で原因不明の肺炎患

者の発生が確認されて以降，新型コロナウイルス

（COVID-19）の感染は拡大し，2020年 3月には，WHO

が「世界的なパンデミックに至っている」との認識を

示した（WHO, 2020）．我が国においてもCOVID-19 の

感染拡大により，2020年 4月，第 1回目の緊急事態宣言

が発出された．

このような状況において，臨地実習を必修科目とす

る看護系大学は大きな影響を受けた．2020年 6月，文

部科学省，厚生労働省（2020）は「新型コロナウイル

ス感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校，養成

所及び養成施設等の対応について」を通知し，「新型コ

ロナウイルス感染症の対応等により，実習中止，休講

等の影響を受けた学生等と影響を受けていない学生等

の間に，修学の差が生じることがないよう配慮すると

ともに，学生等に対して十分な説明を行うこと」や「実

習施設の変更における承認申請の弾力的な取り扱い」，

「実習施設等の代替が困難である場合，実状を踏まえ実

習に代えて演習又は学内実習等を実施することにより

必要な知識及び技能を習得することとして差し支えな

いこと」，「実習が中止の場合，実習に替わり得る学修

として配当した単位を修了した者は国家試験の受験資

格が認められること」を示した．看護系大学は臨地実

習の時期，方法や内容の変更，学生への感染予防対策

の指導等，様々な対応に迫られた．

日本看護系大学協議会の各大学の実習科目の担当責

任者を対象とした調査（2021）によると，実習内容・

方法の変更となった科目は 86.9%で，臨地での実習中

止が 74.1％あったことを報告している．全国の看護系

大学のほとんどが臨地での実習を中止し，学内実習や

遠隔授業形式での実習に変更を迫られた中，三重大学

医学部看護学科では，成人看護学実習 I，老年看護学実

習 I・II以外の全ての領域別実習（3年次に実施する各

看護学領域の実習を以下「領域別実習」とする）にお

いて臨地で実習を行うことができた．また，臨地実習

期間中に実習対象学年のCOVID-19 感染者が発生する

ことなく領域別実習を完遂できた．制限のある中で，

臨地実習の目的・目標を達成するために，臨地実習委

員会が中心となり，様々な対策や対応を行ってきたこ

とを報告することは意義があると考えた．そこで本稿

では，COVID-19感染拡大下における実習スケジュー

ル・内容の再構築，実習施設との調整と連携，学生へ

の感染予防に関する指導等について，臨地実習委員会

が中心となって行った取り組みについて報告する．

本論文は委員会報告であり，人を対象としておらず，

個人を識別できる情報もないため，「人を対象とする生

命科学・医学系研究に関する倫理指針」（文部科学省・

厚生労働省・経済産業省 , 2021）の「第 3適用範囲」に

含まれないため，倫理審査委員会における審査は不要

である．

1）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻実践看護学
2）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻広域看護学
3）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻基盤看護学
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領域別実習における対応

1．実習スケジュール，実習内容の再構築

1）実習スケジュールの変更

三重大学医学部看護学科の臨地実習は，1 年次に基

礎看護学実習 I，2 年次に基礎看護学実習 IIを必修科

目としている．また，領域別実習（成人看護学実習 I・

II，老年看護学実習 I・II，精神看護学実習，小児看護

学実習，母性看護学実習）は 3 年次の必修科目となっ

ている．領域別実習は，9 月に 1 科目の実習を全学生

で 2 週間（2 単位）終えた後，10 月から 2 月に，10 名

のグループで，1 科目を 4 週間（4 単位），5 科目を 2 週

間（2 単位）で実施している．2020 年度の冬季には

COVID-19 感染拡大が予測され，その場合，臨地での

実習中止を余儀なくされることが懸念された．臨地で

の実習が許可されている実習科目については，全学生

が少しでも臨地で実習できるよう，当該年度に限り，2

週間または 1 週間の実習を 2 回実施するスケジュール

に変更し，冬季に入る前の 11 月 20 日で 6 科目の実習

を 1 クール終えた．2 クール目の実習は，臨地実習，ま

たは臨地とオンラインを併用しながら実施した．実習

スケジュールの変更については，第 1 波の最中から委

員会で検討し，実習施設の了解を得て，早めに学生へ

も説明できたため，大幅な変更にもかかわらず，学生

も混乱することなく実習に臨むことができた．

2）臨地での実習が不可能となった場合の実習内容変更

案の検討

領域別実習 7 科目の内，介護老人保健施設および訪

問看護ステーションで実習を行う老年看護学実習 I・II

は受け入れ施設からの中止要請により，学内での演習

とオンラインによる実習となったが，他 6 科目は附属

病院の受け入れ協力が得られ，臨地での実習が可能で

あった．しかし，COVID-19 感染拡大により，臨地で

の実習が不可能となる可能性もあるため，不測の事態

に備え，実習内容・実習方法の変更案を領域別実習開

始前に各科目で検討し準備を整えた．

2．感染予防対策に関する学生への指導

1）体調・行動管理の指導

臨地実習開始前は看護学科長・教務委員長が中心と

なって作成したロードマップと「体調・行動管理表」

（後に「教育・研究活動への学生参加制限に係る体調・

行動履歴管理表」に名称変更）をもとに，体調と行動

の管理について学生に指導を行っていた．また，医学

科と看護学科の全学年を対象とした定期的なタウン

ミーティングが医学部全体でオンラインにより開催さ

れており，適宜，体調管理・行動に関する学生の疑問

や不安について対応していた．臨地実習開始にあたり，

体調・行動チェック表に具体的な行動や人との接触に

ついて記載できるように改変し，体調や行動について

厳密な管理を行うよう指導を強化した．実習の無い期

間も，体調管理チェック表は毎日記載して，オンライ

ン上で提出させ，適宜，オンラインでの面談により体

調等の確認を行った．

実習オリエンテーションはオンラインで開催したが，

臨地実習委員長より感染防止対策，体調行動管理につ

いて 3 年生全体に注意を喚起した．感染予防対策以外

にも臨地実習期間中のアルバイトの禁止，会食の禁止，

不要不急の外出の自粛など，行動面での管理について

も学生に説明した．

2）医療用マスク・非医療用マスク，手指消毒薬の配付

と指導

医療用マスクの不足が解消されていない時期であり，

これまでは実習病院から提供されていた医療用マスク

が提供されない状況となった．また，市場で非医療用

マスクを入手することも難しく，これまでは学生自身

で準備していた非医療用マスクの準備が難しい状況で

あった．そのため，各実習施設で必要となる種類のマ

スクを学生に配付した（医療用は 2 枚 / 週，非医療用

は 4 枚 / 週）．「医療用マスク」は実習中のみ使用し，

ロッカー内に適切に保管（紙袋・紙箱に入れて収納す

る）して帰宅するよう指導した．通学や学内実習日の

マスクは学生が準備することとし，BFE（細菌濾過率），

PFE（微粒子濾過率）ともに 98% 以上（米国試験材料

協会の医療用マスクの素材条件レベル 3 に相当する）

で，全国マスク工業会会員マークの表示がある物を推

奨した．また，「非医療用マスク」での実習が許可され

ている場合も，マスクは実習施設で新しい物を使用し，

通学中から着用してこないよう指導した．また，昼食

時マスクを外す場合は，紙袋・紙箱，もしくは，一時

的であればビニール袋に入れ，机等に置いたり，腕に

通したり，顎にマスクをかけたりはしないよう，例を

挙げて具体的に指導した．

また，携帯用の手指消毒薬の入手も困難な時期で

あったため，学生 1 名に 1 個ずつ配付した．しかし，実

習中の手指衛生として，まず，流水と石鹸により，30

秒程度かけて “ まめに手洗いする ” ことが基本であり，

流水と石鹸での手洗いができない環境下では手指消毒

薬を使用するよう指導した．学生が手指消毒薬を準備

する場合，日本環境感染学会 2020 年 5 月 7 日付「医療

機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイ

ド」に則り，エタノール濃度 60～90% の物を準備する
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よう指導した．

3）講義室，ゼミナール室，実習室，更衣室の使用につ

いての指導

実習中，例年は 10 名で 1 室のゼミナール室を昼食，

自己学習，カンファレンスのために使用しているが，当

該年度は，ソーシャルディスタンスをとるため，講義

室を開放し，食事と自己学習に使用できるようにした．

学生が昼の休憩をする時間に臨地実習委員が休憩場所

をラウンドして，学生に黙食で昼食を摂るように指導

した．また，各領域の実習室も自己学習，カンファレ

ンスに使用した．これらの部屋は，日ごろの清掃に加

えて，以下のことを実行するよう指導した．各部屋の

使用後は，使用した学生が机・いす，部屋のドアの取っ

手（内・外），エアコンのスイッチ等を，新型コロナウ

イルスへの有効性が検証されている界面活性剤（アル

キルアミンオキシド）を主成分とする住宅・家具用合

成洗剤（かんたんマイペット ®）で清掃させた．更衣

室についても，同様の方法とした．

4）実習施設の院内感染対策定義に準拠した感染予防対

策の指導

実習施設の一つである三重大学医学部附属病院の

「新型コロナウイルス（COVID-19）に対する院内感染

対策：濃厚接触者の定義」（お互いにマスク着用し 15

分以内なら濃厚接触者とならない．患者がマスク着用

なしでも職員がマスク＋フェースシールドの装着で濃

厚接触とならない）に準拠し，患者がマスク着用なし

で 15 分以上接触した場合も濃厚接触者となることのな

いよう，フェースシールド，アイガードを準備した．小

児看護学実習，母性看護学実習で，マスクを着用でき

ない乳幼児や新生児を受け持った際は，接触時間にか

かわらず，訪室前にフェイスシールドまたは，アイガー

ドを着用させた．

5）年末年始の過ごし方の指導

冬季休業期間の年末年始は，コロナ禍で領域別実習

を行う学生の精神面への配慮から，「領域別実習のため

の感染予防対策ロードマップ」により定められていた

実習開始前 2 週間および実習期間中県内滞在のルール

を緩和し，帰省のための県外への移動を認めることと

なった．そこで，年末年始の過ごし方について，三重

大学医学部「課外活動・社会活動に関する指示および

連絡 Ver．4.1」，三重大学医学部附属病院「附属病院

12 月 1 日以降の行動指針について」を基に，マスクの

使用方法，手指衛生，食事での注意点，体調管理，行

動の感染防止対策の 5 つの実例を挙げ，指導・周知す

る内容の資料を作成した（資料）．その資料を用いて，

実習担当教員より直接学生に対面で説明し，理解度を

確認しながら指導を行った．

3．大学内外での 3 密対策

実習開始前に，各学生の実習場所や大学への登校予

定を調査し，登校・実習予定表を作成した．1 日の登

校人数や更衣室の利用人数等を把握し利用時間の調整

を行うことで，学生の密回避を行った．また，実際の

登校前には，コロナ禍になって初めての登校であるこ

とを鑑み，まず分散登校を実施した．分散登校にあ

たっては，ローテーション表を作成し，玄関での密集

を避けるため領域ごとに登校時間を決め，体調・行動

チェックを行った（資料）．基礎看護学の演習で 1 年生，

2 年生も登校する曜日は，該当する領域の教員とも連

携・相談し，玄関や更衣室で密にならないように調整

した．実習期間中は分散登校と同様に，10 名ずつを 10

分単位で登校時間を割り振り，看護学科棟玄関で教員

がひとりずつ体温測定し，体調・行動管理表，公共交

通機関混雑状況確認票のチェックを行った．この時点

で，体調や行動履歴に問題がある学生は帰宅させる等

の措置をとった．　

実習で使用するゼミナール室と更衣室には，密にな

らないために「使用時間」，「使用人数の上限」と，学

習・食事の時のルール，部屋の換気と清掃方法を明記

したポスターを作成し，それぞれの部屋の内外へ目立

つように掲示した．更衣室も同様に，学生の密を避け

るために更衣室入り口に更衣室内が密になるときには

外で待機することや，更衣中のマスクの着用を促す掲

示を行った．

昼食場所の確保と掲示については，学生の昼食・休

憩時間が重なった際の 3 密対策として，例年は昼食・

休憩に使用しているゼミナール室とは別に講義室を用

意し，ゼミナール室を使用する人数が 5 名以上となる

場合には講義室を使用するよう指導した．ゼミナール

室は感染拡大以前は 21 時まで使用を許可していたが，

使用可能時間を 17 時までとし，臨地実習終了後はすぐ

に帰宅するように促した．　

また，公共交通機関の混雑を避けて，早めに登校す

る学生が待機できる講義室を設け，7 時 30 分より使用

できるようにした．

4．実習施設との連携

当該年度は，実習スケジュールの変更や感染予防対

策など，実習施設との連携が例年以上に重要となった．

前述したとおり，実習スケジュールの変更については，

早い段階から実習施設へ説明し了解を得た．特に，主
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な実習施設である三重大学医学部附属病院の看護部と

は，臨地実習委員長が責任者となり，看護部 5 名と看

護学科教員 5 名で構成している「看護教育検討会議」

で情報共有，意見交換することで，臨地での実習に向

けた準備を整えることができた．また，各実習施設の

行動指針や感染予防対策に則り，学生に対する行動制

限や感染予防対策に取り入れた．

さらに，学生の受け持ち患者を依頼する際に，患者

への説明に用いる臨地実習依頼書の様式の変更も行っ

た．学生が実習開始にあたり実習前の体調・行動を確

認した上で実習していること，実習中の健康管理と感

染防止を徹底する旨を従来の臨地実習依頼書に追記し

た．

実習期間中，1 科目の実習で，病院関係者の COV-

ID-19 感染があったが，看護部との連携が緊密であっ

たため，早急に連絡を受けることができ，学生が実習

場に向かう前に学内実習に変更することができた．

5．感染予防対策に関する実習評価項目の追加

本学では，各実習の直後に無記名自記式質問票調査

により，実習評価を実施している．学生は，ラーニン

グ・マネジメント・システムの Modular Object-Oriented 

Dynamic Learning Environment version 3.5（Moodle 3.5）

（https://moodle.com/）にて質問に回答する．2020 年度

の実習より，COVID-19 の実習への影響に関する学生

の認識を評価するため，感染症対策関連 4 項目を追加

した．それらの項目は，（1）新型コロナウイルス感染

症の発生に伴う実習への影響について，教員から適切

な時期に説明があった，（2）実習要項に記載の必要な

知識及び技能を修得することができた，（3）実習前 4

週間，実習中において，感染予防のための行動，体調

管理ができた（以上，非常にあてはまる～あてはまら

ないの 5 段階評価），（4）新型コロナウイルス感染症の

発生に伴う実習への影響に関する意見（自由記述）と

した．実習終了後に臨地実習委員が中心となって学生

に実習評価を入力するよう協力を依頼した．

臨地実習委員会における感染予防対策に関する
活動の振り返りと考察・課題

本学では，実習の多くを附属病院で実施しているた

め，コロナ禍においても，看護部をはじめ病院の理解

のもと，多くの実習科目を臨地で実習することができ

た．臨地実習以外の科目においても，わが国で感染拡

大が始まった 2020 年 2 月よりオンライン授業の準備を

開始するなど，早期から取り組んでいた．臨地実習に

ついてもスケジュールの再構築や看護部との連携を

行った．このことにより，諸々の制限がある中でも，最

大限，成果の上がる実習が行えたと考える．また，学

生は元々，実習に対する不安がある上に，予定してい

た実習とは異なる計画となることで，さまざまな不安

を抱えていたと思われるが，実習に関する変更点など

を早めに連絡し対応したことで，学生の適応も促すこ

とができたと考える．

臨地実習での学習体験は，看護の対象者や臨床看護

師が実在し，対象者への看護実践を生の体験を通して

学習できることに特徴があると言える．三浦（2021）

は臨地実習の学習経験の特徴として，膨大な情報から

重要な情報を選択・把握すること，思いがけない患者

の反応にその場で対応することの積み重ねを得ながら

実践知を獲得すること，臨床看護師との協働場面があ

り，現場での判断基準を学習できることなどを挙げて

いる．日本看護系大学協議会（2021）は，看護系大学

の 7 割以上が臨地実習を中止し，その主たる理由は「実

習施設の方針」39.4％，「大学・学部・学科の方針」

33.3％であったことを報告している．本学では実習を

中止，学内実習に変更するのではなく，どうすれば臨

地で実習を実施できるかを模索し，実習施設からの理

解と協力のもと，実際に感染者を発生させることなく

実習を終えることが出来た．また，臨地での実習の機

会を提供できたことで学生の情報収集・選択能力の育

成，現場での実践知の獲得，臨床看護師と協働する経

験につながったのではないかと考え，これは大きな成

果だと考える．

看護学科として，コロナ禍においても安全安心なよ

り良い実習を行うという同じ目標・方向に進むことが

出来たのは，臨地実習委員会という組織において，常

日頃から領域の垣根を越えて活動していることが大き

いと思われる．

また，COVID-19 感染予防対策がきっかけとなり，更

衣室・ゼミナール室の清掃用の必要物品を見直し，不

要なものは撤去し，必要な物品のみに整理した．また，

学生の主体的な運用に任せるだけでなく，ゼミナール

室の使用状況を 1 週間に 1 度は確認し，物品の補充や

清掃状況の確認を行うことで，2019 年度までに比べる

と使用状態は明らかに改善された．さらに，更衣室の

清掃は月に一度だった頻度を見直し，毎週実施するよ

うに変更した．毎週点検を行い，清掃状態が不良の時

には再度行わせるなどの指導をしたことにより，更衣

室は実習期間中いつもきれいに使える状態となってい

た．実習にあたって学生への感染予防指導が徹底して

行われたため，実習中の学生以外も自発的に対策のた

めの行動ができるようになったことも，ゼミナール室

や更衣室の使用状況の改善に影響したと考えられる．
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安酸（2020）は，コロナ禍での実習，演習について，形

骸化した感染症予防ではなく，実態を伴った対処法を

学生が身につける好機であると述べている．感染予防

対策について学生への指導を十分に行ったことで，実

際に感染予防対策を学ぶ機会となり，自ら感染予防行

動をとることができるようになった．また，実習評価

の中に感染予防対策についての項目を追加し，学生の

感染予防対策実施状況や認識について適宜評価・対応

したことで，さらに，学生の協力を得ることにつなが

り，好循環を生み出したと考える．学生の思いを調査

した服部ら（2020）も臨地実習の継続に不安や疑問を

抱きながらも，自粛や感染予防を徹底し，臨地実習で

学ぶ意義を改めて認識していたことを報告している．

学生に制限を強いつつ，感染予防対策の指導を行うこ

ととなったが，学生の感染予防対策に対する意識付け

には大きく貢献したと考える．2020 年度に臨地実習委

員会が中心となり行った対策・対応は，「学生・学校・

実習施設それぞれの臨地実習における感染対策・注意

事項」（文部科学省 2021）に示されている項目と比較

しても，十分であったと言っても過言ではない．

一方で，成人看護学実習 I と老年看護学実習 I・II以

外の全領域の領域別実習をすべて臨地で実習すること

ができたが，実習期間を半分にし，それを 2 クールで

臨地実習（1 週間× 2 回，または 2 週間× 2 回）する

ことによって，学生は看護過程の展開を迅速に行うこ

とが求められた．看護過程は訓練することにより習熟

する看護技術の一つである（中村 , 櫻井 , 山住 , 2021）．

問題を挙げ，立案することは机上の事例学習でも可能

であると考える．しかし，実施・評価し，修正してさ

らに実施する，といった「展開」については臨地実習

の中で理解と学習の深化が期待できる部分であると考

える．そのため，臨地実習の期間調整が必要となる場

合は「展開」を視野に入れた期間の設定も考慮する必

要がある．

どのような状況であっても，可能な限り学生の実践

的な学びになるための臨地実習の方法・内容のあり方

について可能性を熟考し，安全かつ学びの深い実習の

実現を検討していくことが，新しい生活様式が必要と

なったこれからの時代に求められる．
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